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白
鷹
町
で
は
、
認
知
症
の
正
し

い
知
識
を
広
め
る
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家

族
が
協
力
を
依
頼
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
町
で
、
安

心
・
安
全
で
尊
厳
の
あ
る
生
活
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、『
白
鷹
町
認
知
症
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
』
を
組
織
し
、
こ
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

〜
協
議
会
委
員
の
構
成
〜

区
長
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
長
井
警
察
署
白

鷹
東
駐
在
所
、
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
署
白
鷹
分
署
、
町
商
工
会
女

性
部
、
町
婦
人
会
、
町
健
康
づ
く

り
推
進
員
連
絡
協
議
会
、
元
気
ニ

コ
ニ
コ
推
進
会
議
の
各
代
表　

○
紙
芝
居
を
作
成
、
上
演
し
、
認

知
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓

蒙
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
作
『
ド
タ
キ
ャ
ン
ば
ぁ
ち
ゃ

ん
　
〜
医
者
さ
行
く
〜
』

　　

家
族
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者

が
主
人
公
。

　

認
知
症
の
症
状
に
家
族
が
気
づ

き
、
早
期
受
診
に
つ
な
が
る
内
容

で
す
。

第
２
作『
ほ
だ
け
が
ら
ぁ
？
じ
い
ち

ゃ
ん
の
い
き
い
き
一
人
暮
ら
し
』

　

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
主
人
公
。

　

親
戚
・
地
域
の
人
な
ど
が
、
主

人
公
の
変
化
（
認
知
症
の
症
状
）

に
気
づ
き
ま
す
。
周
囲
の
支
援
で

受
診
、
服
薬
を
続
け
な
が
ら
、
地

域
の
か
た
が
た
に
温
か
く
見
守
ら

れ
て
生
活
し
て
い
く
内
容
で
す
。

　

上
演
依
頼
承
り
ま
す
。
ご
希
望

の
際
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の

ご
案
内

　

認
知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
話
を
聞
い
た
り
、
認
知

症
や
物
忘
れ
な
ど
に
つ
い
て
相
談

で
き
ま
す
。

▼
10
月
31
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ご
希
望
の
か
た
は
事
前
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

広告

９月の町長交際費
　平成24年９月に支出され
た町長交際費についてお知
らせします。

■問い合わせ
　総務課　総務係　
☎85－6120




